
2024年４月号で『徒然草』の「仁和寺にあ
る法師」の足取りを再現し、脚が死んだこと
が昨日のように思い出される編集部員・すー
だです。（WebページのBACKNUMBERを見て
ね。）今回はあの法師に勝るとも劣らない、文学史上の健脚の持ち主をピッ
クアップした一大企画！　もちろん、全員分実際に歩いてみましたよ。健
脚王の座をつかむのは誰か、とくと御覧あれ！　　　　　　　　（すーだ）

（校閲には万全を期しておりますが、本記事は学術的な正確性を保証するものではありません。また、
わかりやすさのために脚色した部分があります。）
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敦成親王敦成親王
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（自分の孫）（自分の孫）

　　　のっけから最下位
　　　候補です。逆に平
安貴族はどれだけ脚力が
なかったのか知りたくて
セレクトしました。

　　　

　　　

※「自」を「到」の誤字とする、下向井龍彦「徒歩の実資
　乗車の実資‐『小右記』長和２年２月12日条から‐」（『日
本歴史』712号、日本歴史社、2007年９月）に拠りました。

　

六代

　　　六波羅に置かれた
　　　20日間で、六波羅
と大覚寺を何往復もして
六代の母に状況を報告す
るなど、すごい忠臣です。

▲太政官は、現在の内閣に相
当する重要な部署。

▲内裏の正門。後に平清盛の娘

が近くに住み、「建礼門院」の名

で呼ばれました。

▲内野児童公園内に巨大

な塔が。近くでは、地表

わずか60cmから回廊の基

壇石が発掘されたそう。
▲Google Mapに 名 前 が あ ったものの、案内板らしきものは見つけられず。代わりに平安京西限の案内板は見つけられたからいいか。
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▼裸足は人々の視線が痛そう
……と思っていましたが、そ
れ以前に物理的な痛みに耐え
きれず、５分でサンダルに変
更。まだ大覚寺見えてました。

▲後白河天皇の内裏。保
元 の 乱 で は 源 平 が 集 結
し、協力して崇徳上皇側
を破りました。このとき
は味方だったのに……。

▲入口だけ見て出発。
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▲空也が開創し、後に平家の
邸宅が栄えました。平家都落
ちの際に炎上。鎌倉幕府の下
では六波羅探題とされました。

◀ 清 原 夏 野 の
山荘が寺院に。
後 白 河 天 皇 の
母・ 待 賢 門 院
が 再 興 し ま し
た。 蓮 の 花 が
有名らしい。
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万博行きたかった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（工・２　きたたた）
　⇒まだ間に合う、まだ間に合うと思っているうちに期限は来てしまうもの。……いえレポートの話なんてしてません。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人に誘われて行くきっかけができた自分はラッキー；編）

マスクが感染予防だけでなく防寒もできると気づいた最近の私。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文・１　ふたつぼし）
　⇒意外と温かいですよね！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（そのまま自転車通学して結露まみれになった高校時代；編）
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　　　正直私はいろいろ
　　　突っ込みたくなり
ますが、忠兵衛ではなく
それをさせた社会構造が
悪いということでしょう。

　　　

単純に、再現してみて断トツで疲れたので優勝でないと割に合
わない。あの長距離に加えて、あんなに痛い裸足を自ら志望する
なんて信じられません。主人の窮地に自分だけ楽はできないと思っ
たのか（主人は輿に乗ってますが……）、はたまた北条の指示に従
うまいと思ったのか。その辺りを再現中に考えるつもりだったの
ですが、足が痛すぎてそれどころではありませんでした。
一時は平家が牛耳っていたはずの都を見ながらの道中は辛かっ

たことでしょう。

　　　記事執筆を通して、『小右記』と『平家物語』の再現で同じ場
　　所を通るなど、当たり前ながら歴史はつながっているなあと実
感しました。読者の皆さんも、数多くの古典の舞台になった京都を
学生のうちに満喫しましょうね！

体が急くほどに心も急いて、心が急くほどに体も急くという相乗効
果。気分が高揚した直後だから、大名家のお金をとっさに使ってしまっ
ても仕方がない⁉

運動を継続するには、日常生活の中に強制的に組み込むのが一番。
願わくばストイックに続けてほしかったところですが、懲りてしまっ
たのが残念です。

（うーん、やっぱり一番足が疲れたのは2024年４月号の「石清水」だったかも……）

　

　　200年前に生み出されたとは思えない設定盛り盛りキャラです！
　　家族の仇を追っている女装の美少年で、強くて賢いんです！

▲亀屋があったとされる淡路

町。その西端にある碑をスター

ト地点としました。細い通り

にひっそりとたたずみます。

▲この橋を渡ればいよいよ遊廓。かつては西横堀川が流れていましたが、今は阪神高速の下をくぐる形です。

▲忠兵衛が騒動を起こす「越

後屋」があったとされる佐渡

屋町は、古地図から推察する

にこの辺り？

▲中之島在住の八右衛門の足
取りも知りたくて、京阪中之
島駅から出発。ここから①まで
何気に遠かったんですよ……。

◀ 新 町 南 公 園
内。遊廓の南西
の角にあたりま
す。もとは豊臣
秀吉の大阪城造
営 の た め の 砂
置き場で、その
際日本初の麺類
の店もできたそ
う。碑の裏側に
は「本邦麺類店
発祥の地」と書
かれています。
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最近コーヒー牛乳から牛乳に浮気してます...　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総・３　生協コーヒー牛乳愛飲者）
　⇒ずっとずっとそのペンネームでやってきたじゃないですか！　あなたのコーヒー牛乳との物語が！　ここで終わっていいのか‼　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いやでも理解できなくはないかも；編）

北川進特別教授ノーベル化学賞受賞おめでとうございます。後期からはちゃんと勉強しようと思います。　　　　　（法・１　前髪長め）
　⇒ぜひ次なるノーベル賞を目指してください！　　　　　　　　　　　　　　　　（法学部で、ノーベル賞？　……平和賞とか？；編）


